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取 組 の 概 要 

 これまでに、２期にわたるがん対策推進基本計画と併走する形で、がんプロフェッショナル養成プラン、

がんプロフェッショナル養成基盤推進プランが実施された。特に後者によって多くの医学部に化学療法、

緩和ケア、地域医療などの講座が新設され、従来の診療科を横断する人材養成体制の構築と全国的ながん

教育の均霑化が整備されてきた。本プランは、これまでに養成した人材およびシステムを最大限に活用し、

さらに新たな枠組みによって未来志向のがん医療者を養成することを目的に計画したものである。本プラ

ンの特徴は、「連携」と「実践」である。すなわち、各々の大学が各自のネットワークを利用し、さらに構

成８大学間での密な連携を構築することによって、がんゲノム、小児がん、希少がん、多様なライフステ

ージへの対応などについてのコースワークに加えて、実践の場所を大学間で補完し実効性を伴う人材育成

が可能となるように設計している。 

 

推進委員会からのコメント    ○：優れた点等、●：改善を要する点等 

○各大学の特色を生かし、地域、患者・家族の連携を課題にした意欲的な構想であり評価できる。 

○医、薬、看護に加え、歯科や遺伝医療、臨床心理、がんリハビリ療法士など、幅広い分野の専門家の養

成を目指している点が評価できる。 

○小児がんに対してプログラムが充実していることや、社会人大学院生の受け入れなどキャリア教育がプ

ログラム化されている。 

○大学間の連携によって、プレシジョンメディシンの社会実装を含むゲノム医療提供体制や各種医療提供

に関わる人材を育成する点が評価できる。 

●８大学連携と数が多く、そのうち一部の大学で役割分担が明確になっていない。 

●地域の医療機関や行政、一般市民とのネットワークの構築について具体的に検討する必要がある。 

●補助期間終了後も本事業を確実に継続するための計画を具体的に検討する必要がある。 

●事業の実施担当者が 100 人を超えており、各大学の連携をスムーズに行うための方策を検討する必要が

ある。 

●ライフステージの多様性に配慮するためには、それぞれの世代の多様性に基づく脆弱度を評価し、それ

に基づいた医療介入等を提案する方法がまだ十分には確立していないことを踏まえ、従来の教育コンテ

ンツの組み直しだけではなく新規開発なども考慮することが望ましい。 

 


